
■研究のきっかけ
　国連が２０１５年に策定したＳＤＧｓは

誰一人取り残さない社会を目指し、

先進国と途上国のみんなが一丸と

なって取り組む目標が定められてい

ます。「では、個人の単位としては、ど

う取り組んでいけばいいのだろう

か―」。もともと、途上国を支援する

ＪＩＣＡに勤務していたこともあり、そ

の命題に興味を持ったことが研究に

取り組むきっかけになりました。

■研究内容
　大きくは２つのことに取り組みま

した。一つは「若者世代（１８～３０

歳）はＳＤＧｓ世代か」ということを検

証するために、インターネット調査

で、ＳＤＧｓに関連するライフスタイ

ルにおける世代効果や、若者の就職

の際の会社選びを分析しました。

　もう一つは、一般消費者が、商品

の購入や転・就職の際に、企業の

ＳＤＧｓの取り組みを選択基準にして

いるのかどうか、を分析するために、

日本人約６０００人を対象にオンライン

調査を行いました。

■研究から見えたこと
　若者世代は、上の世代よりも、社

会や会社に対するＳＤＧｓへの期待値

が高いことが確認されました。また、

大学生の就職の際の会社選びは、ＳＤ

Ｇｓを積極的に行い、推定年収が高

い企業が一番人気であることが分か

りました。一方、年収が高くてもＳＤ

Ｇｓへの積極的な取り組みを行って

いない企業は支持率が低く、逆に年

収が低くてもＳＤＧｓに取り組んでい

る企業は支持率が高いことも見えて

きました。

　一般消費者は、商品購入や転・就

職の際、ＳＤＧｓに取り組む企業を選

択することが分かりましたし、ＳＤＧｓ

に関する意識向上を促すことで、ＳＤ

Ｇｓに取り組む企業への選好が上が

ることも確認しました。２つの研究

から、企業が優秀な人材を獲得したり、
消費者から支持を得たりするために
は、ＳＤＧｓに積極的に取り組む必要が
あることが示唆されました。２つの研
究論文は国際学術誌に掲載、高い評

価を受けました。

■広島大での意識調査から
　広島大学の学生や教職員約１０００

人を対象に、ＳＤＧｓに関する意識調

査を１９年から３年間、継続して行い

ました。ＳＤＧｓへの関心は高まってい
る一方で、まだ実際に取り組みに移せ
ている人は少ないことが分かりました。
ただ、「ジェンダー平等」の項目につ

いては、多くの学生が取り組んでい

ると回答、興味深い結果になりまし

た。

■これから
　「なんとなく良いな」と思っている

ことを科学的に検証できるのが、私

の研究の醍醐味です。東広島市は、

「ＳＤＧｓ未来都市」に選定されていま

すが、なぜＳＤＧｓが必要なのか分か
らない方が多いと思います。研究で分
かったＳＤＧｓの良さを、市民や企業に
落とし込んでいきたい、と思っていま
す。その一環としてＮＥＲＰＳのホー

ムページでＳＤＧｓに関する研究を解

説する企画を近日中に始める予定で

す。ＱＲコードで検索してください。
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9割以上がＳＤＧｓを知っている
ＳＤＧｓという言葉は浸透してきた
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